
Cisco NCS 560-4ルータの設置

この章では、Cisco NCS 560-4ルータのさまざまなコンポーネントの設置方法について説明し
ます。内容は次のとおりです。

•前提条件（1ページ）
•ルータのラックへの設置（2ページ）
•プレナム（N560-4-F2B-AIR-U=）の組み立て（5ページ）
• Cisco NCS 560ルータの垂直取り付け（18ページ）
•ケーブル管理ブラケットの取り付け（25ページ）
•シャーシのアース接続の取り付け（26ページ）
•電源装置の取り付け（29ページ）
•ファントレイの取り付け（41ページ）
•ファントレイの取り外しおよび取り付け（45ページ）
• RSPの取り付け（46ページ）
• IMセンターブラケットの取り外し（50ページ）
•インターフェイスモジュールの取り付け（51ページ）
• RSPモジュールまたはインターフェイスモジュールのホットスワップ（53ページ）
•ダストキャップの取り付け（54ページ）
•ケーブル管理ブラケットの周囲にあるケーブルの固定（55ページ）
•ルータのネットワークへの接続（57ページ）

前提条件
Cisco NCS 560-4ルータを設置する前に、次のように設置準備を行うことが重要です。

•設置場所（設置場所の計画）を準備し、設置計画またはMethod of Procedure（MOP）を確
認する。詳細については、「設置の準備」を参照してください。

• Cisco NCS 560-4ルータを開梱して点検する。

• Cisco NCS 560-4ルータを正しく設置するために必要な工具とテスト機器を用意する。
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ルータのラックへの設置
ここでは、Cisco NCS 560-4ルータをラックに設置する方法を説明します。

シャーシには、シャーシの前面に取り付け可能なマウントブラケットが付属しています。ブラ

ケットを取り付ける手順は次のとおりです。

ルータが 19インチ EIAラックに取り付けられている場合、マウントブラケットは必要ありま
せん。

（注）

手順

ステップ 1 ラックマウントブラケットをアクセサリキットから取り出し、ルータシャーシの横に配置し
ます。

ステップ 2 ブラケットの 1つをシャーシの側面に当て、ネジ穴を合わせます。

ステップ 3 ステップ 1で外したネジでブラケットをシャーシに固定します。推奨される最大トルクは 6.2
インチポンド（0.7 N-m）です。

次の図に、ETSIラックおよび 23インチ EIAラック用のブラケットを Cisco NCS 560-4ルータ
に取り付ける方法を示します。

逆エアーフロー取り付け時は N560-4-O-BRCKTをご使用ください。
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図 1 : ETSIラック用のマウントブラケットの取り付け
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図 2 : 23インチ EIAラック用のマウントブラケットの取り付け

ステップ 4 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

•シャーシの前部（前面パネル）をラックの手前側にする場合は、シャーシの後部を支柱の
間に挿入します。

•シャーシの後部をラックの手前側にする場合は、シャーシの前部を支柱の間に入れます。

ステップ 5 ブラケットの穴（マウントホール）を装置ラックの穴に合わせます。

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールと電源のイジェクタハンドルを使

用しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形または損

傷する可能性があります。
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図 3 : 19インチ EIAラックへのルータの取り付け

ETSIラックにルータを取り付けることはできますが、300 mm ETSI仕様内のケー
ブルと光ファイバに必要な曲げ半径を維持できません。

ETSIキャビネット内にルータを取り付ける場合は、光ファイバの曲げ半径要件を
満たす専用のキャビネット前面扉が必要です。

（注）

ステップ 6 ブラケットの穴から装置ラックの支柱のネジ穴に、8本または 12本（片側 4本または 6本ず
つ）の 12-24 x 3/4インチまたは 10-32 x 3/4インチのネジを差し込んで固定します。

ステップ 7 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認し
ます。

プレナム（N560-4-F2B-AIR-U=）の組み立て
プレナムを使用すると、ルータ周辺の空気を均等に分散させることができます。
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プレナムは先に組み立ててから、ラックに取り付けてください。（注）

プレナムにシャーシを取り付けると、ルータの右から左へのエアーフローがルータの前面から

背面に変わります。ルータを N560-4-PWR-FAN-Rおよび N560-4-FAN-Rファンモジュールと
ともに使用する場合、プレナムはサポートされません。

（注）

手順

ステップ 1 プレナムの組み立てについては、次の図を参照してください。11.5インチポンド（1.3 N-m）
のトルクを使用してすべてのネジを固定します。
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図 4 :プレナムの組み立て
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上部カバーを締め

る
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ステップ 2 組み立て後のプレナムの寸法は、次の図のとおりです。

図 5 :組み立て後のプレナムの寸法

ルータが設置されていないラックへのプレナムの取り付け

この手順では、ルータがラックに設置されていない場合のプレナムの取り付けについて説明し

ます。

手順

ステップ 1 プレナムの正しいブラケットを特定します。

ステップ 2 プレナムを取り付けるラックに応じて、次の図に示すようにプレナムに適したネジを特定しま
す。
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図 6 : 19インチラックに取り付ける場合のプレナムブラケット
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図 7 : 21インチラックに取り付ける場合のプレナムブラケット
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図 8 : 23インチラックに取り付ける場合のプレナムブラケット

ステップ 3 適切なブラケットを使用して、プレナムをラックに固定します。

ステップ 4 次の図に示すように、ルータをプレナムに取り付けます。
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図 9 :プレナムおよびルータのラックへの取り付け
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ラック支柱のフランジの寸法が、次の図のとおりになっていることを確認します。

図 10 :ラック支柱のフランジの寸法
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ルータが設置されているラックへのプレナムの取り付け

この手順では、ルータがすでにラックに設置されている場合のプレナムの取り付けについて説

明します。

手順

ステップ 1 ルータがすでに設置されているラックのタイプ（19インチ、21インチ、または 23インチ）を
特定します。

ステップ 2 以下の図に示すように、組み立てたプレナムを使用します。

ステップ 3 ラックに適したブラケットを使用してブラケットを取り付けます。
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図 11 :ラックへのブラケットの取り付け

ステップ 4 下の図に示すように、ルータ上にプレナムをスライドさせます。

ステップ 5 ブラケットに付属のネジを使用して、プレナムをラックに固定します。
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図 12 :ルータ四方へのプレナムの取り付け

ラック支柱のフランジの寸法が、次の図のとおりになっていることを確認します。
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図 13 :ラック支柱のフランジの寸法

Cisco NCS 560ルータの垂直取り付け

手順

ステップ 1 ANSI 19インチラックの目的の高さに下部支持トレイを取り付けます。

ステップ 2 ラックに適したラックマウント止め金具を使用して、トレイをラックに固定します。止め金具
用に規定されている最適なトルクを使用します。以下の図を参照してください。
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図 14 :プレナムの下部支持トレイの組み立て

ステップ 3 上部支持トレイを下部トレイから 60.2 cm（23.70インチ）の高さに取り付けます。

ステップ 4 ラックに適したラックマウント止め金具を使用して、トレイをラックに固定します。止め金具
の規定に従って、最適なトルクを使用します。以下の図を参照してください。
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図 15 :プレナムの上部支持トレイの組み立て

ステップ 5 垂直プレナムを、上部と下部の支持トレイ間のスロットに組み立てます。

ステップ 6 各側面に最低4本のネジを使用して、プレナムをトレイに固定します。25インチポンドのトル
クを使用します。

Cisco NCS 560-4ルータの設置
20

Cisco NCS 560-4ルータの設置

Cisco NCS 560ルータの垂直取り付け



図 16 :支持トレイ間の垂直プレナムの組み立て

ステップ 7 両側に最低4本のネジを使用して、空のCiscoNCS560ルータを垂直プレナムに取り付けます。
25インチポンドのトルクを使用します。
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図 17 :プレナムへのルータの取り付け

ステップ 8 アースラグを固定します。アースネジは、ルータアクセサリキットの一部として提供されま
す。

Cisco NCS 560ルータには、アースラグ用の位置が 3つ用意されています。設置の
要件に最も適した位置を使用してください。次の図に、該当する1つの位置を示し
ます。

（注）
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図 18 :アースラグの取り付け

ステップ 9 プレナム垂直支持ブラケットは、2つのプレナムアセンブリを取り扱うように設計されていま
す。必要に応じて、ステップ 1～ 8に従って 2つ目のプレナムを組み立てます。
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図 19 : 2つのプレナム垂直アセンブリを備えたラック
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ケーブル管理ブラケットの取り付け
ルータは、次のブラケットをサポートしています。

• N560-4-CAB-BRCKT：このブラケットは、インターフェイスモジュール、ルータスイッ
チプロセッサ（RSP）、および電源ユニットからケーブルを配線する際に役立ちます。こ
れにより、適切なケーブルの曲げ半径が実現します。

ケーブルブラケットは、シャーシ取り付け時にラックマウントネジとともに取り付けること

ができます。または、シャーシをラックに取り付けた後でケーブルブラケットを取り付けるこ

ともできます。ただし、ケーブル配線を補助し、ファントレイとエアーフィルタを取り外せ

る十分な余裕を確保した位置にブラケットが配置されていることを確認してください。

（注）

手順

ステップ 1 次の図に示すように、ケーブル管理ブラケットをシャーシの前面に配置して、4個のネジ穴を
合わせます。

図 20 : 19インチラックへのケーブル管理ブラケットの取り付け
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ステップ 2 4本のM4ネジを使用して、ケーブル管理ブラケットを固定してください。推奨される最大ト
ルクは 10インチポンド（1.12 N-m）です。

シャーシのアース接続の取り付け
Cisco NCS 560-4ルータに電源を接続したり、電源をオンにしたりする前に、ルータを適切に
シャーシアース接続してください。

この章では、Cisco NCS 560-4ルータをアース接続する方法を説明します。ルータは、ルータ
の設置に使用するラックマウントブラケットに従って 2穴のアースラグを接続するための 2
つの場所を提供します。
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図 21 :ルータの背面へのアースラグの取り付け

アースラグ1

シャーシアース接続が十分であることを確認するには、次の部品および工具が必要です。

•アース線をルータに接続するために使用する、最大トルクが20インチポンド（2.25N-m）
のラチェット式プラスドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具

•電源コードの 8 AWG銅線

•アース線用 6 AWG以上の銅線

•使用しているワイヤに適したワイヤストリッパ

Cisco NCS 560-4ルータに接続する前に、回路ブレーカーの電源を切断してください。そうし
ないと、深刻な事故やルータの損傷が発生する場合があります。

注意

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメン

ト 42
警告

この装置はアクセス制限区域に取り付けられ、最小 6 AWGの銅製アース線に永続的にアース
接続する必要があります。
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2ホールラグと対応するマウントポイントを使用してルータをアース接続するには、次の手順
を実行します。ほとんどのキャリアでは、最小で 6 AWGアース接続が必要です。アース接続
用のキャリアの要件を確認します。

手順

ステップ 1 アース線が絶縁されている場合は、次の図に示すように、ワイヤストリッパツールを使用して
アース線を 12.7 mm ± 0.5 mm（0.5インチ ± 0.02インチ）剥がします。

図 22 :アース線の被覆の除去

ステップ 2 2ホールアースラグの開放端に、アース線の絶縁体を取り除いた部分を差し込みます。

ステップ 3 （アースラグのメーカーによって指定された）圧着工具を使用して、次の図に示すようにアー
スラグをアース線に圧着します。

図 23 :アースラグのアース線への圧着

ステップ 4 プラスドライバを使用して、2本の平型プラスヘッドネジで 2ホールアースラグとアース線
をルータに取り付けます。すべてのラックで、ルータの背面に 2ホールアースラグを取り付
けます。

ステップ 5 アース線の反対側を設置場所の適切なアース位置に接続します。
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電源装置の取り付け
Cisco NCS 560-4ルータでは、3つの異なる電源装置（DC電源装置 X 2、AC電源装置 X 1）を
選択できます。

• 1200 W DC電力（N560-PWR1200-D-Eおよび A900-PWR1200-D）：-40.8～ -72 VDC

A900-PWR1200-D DC電源は、RTNおよび 48 V用にポジティブラッチ/固定およびラベル
付き接続とともに、3ポジション端子ブロックスタイルのコネクタを使用します。

N560-PWR1200-D-E DC電源は、RTNおよび 48 V用にポジティブラッチ/固定およびラベ
ル付き接続とともに、2ポジション端子ブロックスタイルのコネクタを使用します。

端子ブロックコネクタのサイズは、電源装置の入力電流を処理するために適したAWG線
サイズ（6～ 14 AWG）を伝送するのに適切です。ON/OFFスイッチは提供されていませ
ん。

• AC電力（A900-PWR1200-A）：85～ 264 VAC

AC電源装置には、IEC 320-C21タイプの電源レセプタクルおよび 20 Aのサービスコネク
タがあります。AC電源装置では、標準の直角電源コードを使用できます。電源には、電
源コード保持具が含まれています。ON/OFFスイッチは提供されていません。

端子ブロックカバーを開けられるように、電源装置を部分的に取り外します。分岐回路ブレー

カーがオフになっていることを確認してください。シャーシに電源装置を取り付けた後にの

み、分岐回路ブレーカーをオンにする必要があります。分岐回路ブレーカーは電源プラグを抜

く前にオフにしてください。

注意

各電源装置は、単一のプライマリ入力電力接続を提供します。ルータは（2+1）冗長性をサポー
トしています。

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 10警告

AC電源接続のある製品には、電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準
拠するために、設置する建物に外部サージ保護デバイス（SPD）が備わっている必要がありま
す。

（注）

シャーシを持ち上げるには、インターフェイスモジュールと電源のイジェクタハンドルを使用

しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げると、ハンドルが変形または損傷

する可能性があります。

注意
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電力損失の防止

ルータへの電力損失を防ぐには、次のガイドラインを使用します。

•入力パワー損失を防止するために、電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•システムによっては、UPSを使用して、設置場所の電源障害から保護できます。鉄共振テ
クノロジーを使用するUPSタイプは使用しないでください。このタイプのUPSは、Cisco
NCS560-4ルータのようなシステムで使用すると、バースト性データトラフィックパター
ンが原因で電流引き込みに大きな変動が生じ、不安定になることがあります。

「DC電源装置の仕様」の表に記載されている情報を参考に、ルータの特定の構成に基づいて
Cisco NCS 560-4ルータの電力要件と熱放散を見積もります。ルータの稼働に必要な配電シス
テムを計画するには、電力要件を判別しておく必要があります。

電源接続に関するガイドライン

ここでは、Cisco NCS 560-4ルータの電源装置を設置場所の電源に接続する場合のガイドライ
ンを示します。

軽負荷状態では、システム電源装置間のロードシェアリングが均等にならない場合がありま

す。ただし、不均等なロードシェアリングが電源モジュールの冗長性パフォーマンスに影響す

ることはありません。

（注）

絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正しく取り付けられていない装置を稼働させた

りしないでください。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電

気技術者に確認してください。ステートメント 213

警告

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐに手が届く状態にして

おいてください。ステートメント 1019
警告

前述のステートメントは AC電源装置のみに適用されます。（注）

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告
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DC電源システムのガイドライン
DC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置は、それぞれ専用の入力電源を持たせるようにしてください。入力
電源は、UL60950、CSA60950、EN60950、および IEC60950規格の安全超低電圧（SELV）
要件に準拠する必要があります。

•回路は、専用の2極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格およ
び地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

•回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

•システムアースは、電源装置とシャーシのアースです。

• DC戻り線は、システムフレームやシステムアース機器に接続しないでください。

•アースラグを使用して、整備中に静電気防止用のリストストラップを取り付けます。

AC電源システムのガイドライン
AC電源モデルに関する基本的な注意事項は次のとおりです。

•シャーシの各電源装置には、それぞれ専用の分岐回路を持たせるようにしてください。

•電源装置の入力定格および地域または国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用
してください。

•シャーシとプラグ接続するAC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してく
ださい。レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続す

る必要があります。

N560-PWR1200-D-E DC電源モジュールの取り付け
ここでは、Cisco NCS 560-4ルータに DC電源装置を取り付ける方法を説明します。

この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。

（注）

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の
公称動作 DC電圧は 48 VDCです。

（注）

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。アース接続の取り付け手順については、

「シャーシのアース接続の取り付け」を参照してください。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー

プレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 4 取り付ける電源装置とつながる DC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC
回路の電源を確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーをOFFの位置に切
り替え、回路ブレーカーのスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

電源装置には電源スイッチがありません。この手順は、電源入力側で実行します。（注）

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。電源装置を

電源スロットにスライドさせますが、完全には装着しないでください。端子ブロックカバーを

完全に開いてラグを取り付けられる十分なスペースを確保します。

図 24 : N560-PWR1200-D-E電源装置の挿入

ステップ 6 電源ユニットの端子ブロックプラグの位置を確認します。

ステップ 7 電源モジュールユニットの前面保護カバーを開きます。

ステップ 8 ラグのメーカーの推奨どおりに、ワイヤストリッパを使用して、DC入力電源から伸びる 2本
の導線の端を剥がします。アース線の絶縁体をはがして圧着する方法については、シャーシの

アース接続の取り付け（26ページ）のステップ 1～ 3を参照してください。
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導線を推奨値を超えて剥がした場合は、設置後に、導線の露出部分が端子ブロック

からはみ出る可能性があります。

（注）

ステップ 9 端子ブロックのプラスとマイナスの給電位置を特定します。マイナス導線を接続してからプラ

ス導線を接続する配線順序が推奨されます。

ステップ 10 次の図に示すように、ラグを端子ブロックに取り付けます。

図 25 :配線の順序とラグの取り付け

端子ブロックの留め具を締めすぎないようにしてください。推奨される最大トルク

は 25インチポンド（2.82 N-m）です。
注意

ステップ 11 タイラップを使用してラックに導線を固定し、少し導線に接触しても導線が端子ブロックから

引っ張られないようにします。タイラップでは導線にたるみを持たせてください。

ステップ 12 しっかりと装着されるまで電源装置を完全に押し込みます。

冗長 DC電源を取り付ける場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

A900-PWR1200-D DC電源モジュールの取り付け
次の工具が必要です。

• PSUのタイプごとに必要な適切なゲージのケーブル

• 550 W PSUの場合は 10 AWG～ 16 AWG

• 1200 W PSUの場合は 8 AWG～ 10 AWG

•フォークタイプまたはリングタイプのラグ（Burndy）：TP10 -6または TP10-8F（推奨）
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手順

ステップ 1 シャーシに取り付けた場合は、電源ユニットを取り外す手順に従います。「DC電源装置の取
り外しと取り付け」を参照してください。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 DC電源ユニットで T字型の端子ブロックプラグを探します。以下の図を参照してください。

図 26 : A900-PWR1200-D DC電源装置

——T字型コネクタ1

ステップ 4 ワイヤストリッパを使用して、DC入力電源から伸びる 2本の導線の端から 6.6 mm（0.27イン
チ）± 0.5 mm（0.02インチ）の部分とアース接続のための導線を剥がします。7.4 mm（0.29イ
ンチ）を超える絶縁体を導線から剥がさないようにしてください。導線を推奨値を超えて剥が

した場合は、設置後に、導線の露出部分が端子ブロックからはみ出る可能性があります。

Cisco NCS 560-4ルータの設置
34

Cisco NCS 560-4ルータの設置

A900-PWR1200-D DC電源モジュールの取り付け



ステップ 5 製造業者の提案に従って、適切な圧着工具を使用します。

ステップ 6 ラグをケーブルに取り付けてケーブルを準備します。

ステップ 7 端子ブロックを接続するアースとプラスとマイナスの給電位置を特定します。推奨される配線

順序は次のとおりです。

•マイナス（-）導線（上）

•アース導線（左）

•プラス（+）導線（右）

ステップ 8 ラグを取り付けたケーブルの端をコネクタに挿入し、非脱落型ネジを使用してケーブルを固定

します。

非脱落型ネジを固定するための推奨トルクは 0.7 N-mです。（注）

ステップ 9 DC電源パネルの端子ブロックヘッダーに端子ブロックプラグが完全に装着されていることを
確認します。

ステップ 10 しっかりと装着されるまで電源装置をシャーシに押し込みます。

DC電源装置のアクティブ化

手順

ステップ 1 回路ブレーカーのスイッチハンドルからテープを取り除き、回路ブレーカーのスイッチハン
ドルをオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 2 電源装置の動作を確認するために、前面パネルの LEDが、次の状態になっていることを確認
します。

• INPUT OK LED：緑

• OUTPUT FAIL LED：緑

LEDが電源に問題のあることを示した場合は、ファントレイの LEDを参照してください。

冗長DC電源を取り付ける場合は、電源障害の間の電力損失を防ぐために、各電源を別の電源
に接続してください。

冗長 DC電源を取り付ける場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。
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DC電源装置の取り外しと取り付け
ここでは、Cisco NCS 560-4ルータでの DC電源装置の取り外しおよび交換について説明しま
す。

Cisco NCS 560-4ルータの電源装置はホットスワップ可能です。冗長電源モジュールを取り付
けた場合は、ルータへの電源を中断せずに単一の電源モジュールを交換できます。

（注）

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、電源装置の取り外しまたは交換後はシステ

ムの再初期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
警告

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

Cisco NCS 560-4ルータの DC電源装置を取り外して交換するには、次の手順を実行します。

始める前に

電源装置の OIRパラメータについては、次の表を参照してください。

表 1 :活性挿抜：パラメータ

注OIRの時間ファンの速度周囲
1OIRモジュール

通常の速度で動作

している

5分ファンアルゴリ

ズムのとおり

40°CPSU

1
周囲温度が 40 °Cを超える状況でモジュールの OIRを実行することは推奨しません。
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手順

ステップ 1 電源モジュールを保守する前に、装置を設置している領域の回路ブレーカーのスイッチをオフ
にします。さらに、回路ブレーカースイッチをオフの位置にテープで固定します。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 端子ブロックカバーを開けられるように、DC電源装置の非脱落型ネジを緩め、電源装置をあ
る程度まで引き抜きます。

ステップ 4 端子ブロックカバーを開き、ラグを緩めて取り外します。

この手順は、A900-PWR1200-D電源装置には適用されません。（注）

ステップ 5 片手で電源のハンドルをつかんで、もう一方の手でシャーシを支えながら電源モジュールを引
き抜きます。

ステップ 6 5分以内に DC電源モジュールを取り付けます。電源装置ベイを空のままにしておく場合は、
ブランクフィラープレート（シスコ部品番号N560-PWR-BLANK）を開口部に取り付け、非脱
落型ネジで固定します。

A900-PWR1200-A（1200 W）の AC電源モジュールの取り付け
電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。アース接続の取り付け手順については、
「シャーシのアース接続の取り付け」を参照してください。

ステップ 2 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 3 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー
プレートをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ちます。次の図に示すように、もう一方の手を電源装置の下に
添えます。電源装置を電源スロットに挿入します。電源装置がベイに完全に装着されているこ

とを確認します。
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図 27 : A900-PWR1200-A電源装置の挿入

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（0.62 N-m）
です。

電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してくだ

さい。

警告

推奨される電源ケーブル

表 2 : A900-PWR1200-A（1200 W）の電源ケーブル PID

説明PID

Cisco ASR 900用 AC電源コード（米国）、NEMA 5-20PWR-CAB-AC-USA520

AC V2電源モジュール用電源コード（米国）、NEMA L6-20PPWR-CAB-AC-USA

AC V2電源モジュール用電源コード（豪州）、AS 3112PWR-CAB-AC-AUS

AC V2電源モジュール用電源コード（ヨーロッパ）、CEE 7/7PWR-CAB-AC-EU

AC V2電源モジュール用電源コード（イタリア）、CEI-23-50PWR-CAB-AC-ITA

AC V2電源モジュール用電源コード（南アフリカ）、SABS 164PWR-CAB-AC-SA

AC V2電源モジュール用電源コード（英国）、EN 60309-2PWR-CAB-AC-UK
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説明PID

AC V2電源モジュール用電源コード（イスラエル）、SI 32PWR-CAB-AC-ISRL

ACV2電源モジュール用電源コード（中国）、GB2099.1/GB1002PWR-CAB-AC-CHN

AC V2電源モジュール用電源コード（ブラジル）、NBR 14136PWR-CAB-AC-BRA

AC V2電源モジュール用電源コード（スイス）、SEV 1011PWR-CAB-AC-SUI

AC V2電源モジュール用電源コード（日本）、JIS C8303PWR-CAB-AC-JPN

Cisco ASR 900用 AC電源コード（インド）、IS:1293PWR-CAB-AC-IND

AC電源コード、ワイヤハーネス、アルゼンチン、IRAM 2073、
IEC60320 C21、ST、4M、30 AWG、より線、250.0 V、16.0 A

PWR-CAB-AC-ARG

AC電源装置のアクティブ化

AC電源をアクティブ化する手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 電源装置の正常な動作を確認するために、LEDが次の状態になっていることを確認します。

• INPUT OK LED：緑

• OUTPUT FAIL LED：緑

ステップ 4 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」に記載された情報
を参照してください。

ステップ 5 冗長電源を取り付ける場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長AC電源を取り付ける場合は、電源障害の発生時に電力損失を防ぐために、各
電力は別の電源に接続してください。

（注）

AC電源装置の取り外しと取り付け
この項では、AC電源の取り外しと取り付けについて説明します。
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Cisco NCS 560-4ルータの電源装置はホットスワップ可能です。冗長電源モジュールを取り付
けた場合は、ルータへの電源を中断せずに単一の電源モジュールを交換できます。

（注）

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、電源装置の取り外しまたは交換後はシステ

ムの再初期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
警告

次の手順を実行する前に、AC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

AC電源を取り外して交換する手順は、次のとおりです。

始める前に

電源装置の OIRパラメータについては、次の表を参照してください。

表 3 :活性挿抜：パラメータ

注OIRの時間ファンの速度周囲
2OIRモジュール

通常の速度で動作

している

5分ファンアルゴリ

ズムのとおり

40°CPSU

2
周囲温度が 40 °Cを超える状況でモジュールの OIRを実行することは推奨しません。
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手順

ステップ 1 電源コードを電源から外します。電源コードがまだ電源装置に接続されているときは、電源
コードの金属製プロングに触れないでください。

ステップ 2 電源コードを電源装置から取り外します。電源装置に埋め込みの金属製プロングには触れない
でください。

ステップ 3 非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 4 片手でAC電源をつかみ、シャーシから少し引き出します。電源装置の下に片手を置き、シャー
シから完全に引き出します。

ステップ 5 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランクフィラープレート（シスコ部品番号
N560-PWR-BLANK）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

ファントレイの取り付け
ファントレイは、Cisco NCS 560-4ルータに冷気を供給するモジュラ装置です。

ファントレイモジュールの取り付けまたは取り外し時に、ファントレイスロットに体の一部

や物が入らないようにしてください。露出した電気回路に接触すると感電する危険性がありま

す。

（注）

次の手順に従ってシャーシにプライマリファントレイを取り付けます。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 非脱落型ネジがファントレイの前面パネルの右側になるように、プライマリファントレイ
（N560-4-PWR-FAN）の向きを調整します。次の図に、ファントレイの向きを変える方法を示
します。
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図 28 :プライマリファントレイの取り付け（N560-4-PWR-FAN）

ステップ 3 完全に装着されるまでシャーシにプライマリファントレイを戻します。

ファンは、ファントレイの右側を向きます。指、衣服、装身具をファンに近づけな

いでください。常にハンドルを使用してファントレイを扱います。

注意

ステップ 4 付属の非脱落型ネジを使用して、シャーシにプライマリファントレイを固定します。推奨され
る最大トルクは 5.5インチポンド（0.62 N-m）です。

ステップ 5 ファントレイが垂直になるように、セカンダリファントレイ（N560-4-FAN-H）の向きを調整
します。以下の図を参照してください。
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図 29 :セカンダリファントレイの取り付け（N560-4-FAN-H）

ステップ 6 スナップロックのカチッという音がしてファントレイが完全に装着されるまで、セカンダリ
ファントレイを押し込みます。

ステップ 7 2つ目のセカンダリファントレイで、ステップ 4と 5を繰り返します。

これで、Cisco NCS 560-4ルータにファントレイを取り付ける手順は完了です。

ファントレイのLEDの概要については、「ピン割り当ておよびLEDの詳細」を参照してくだ
さい。エアーフローの注意事項の詳細については、「エアーフローに関する注意事項」を参

照してください。

ダストフィルタの取り外しと取り付け

シャーシには、同じ製品 ID（N560-4-FILTER）のブランクファンフィルタカバーが 2つ付属
しています。ダストフィルタを取り付ける手順は次のとおりです。
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始める前に

シャーシの右側にあるインターフェイスモジュールのケーブルがダストフィルタにかかって

いる場合は、ケーブルをゆっくりと持ち上げて、シャーシからダストフィルタを取り外せるス

ペースを確保します。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 ブランクファンフィルタカバーを引き出します。

ステップ 3 次の図に示すように、新しいダストフィルタをファントレイに挿入します。

図 30 :ダストフィルタ

ダストフィルタは使い捨てコンポーネントです。（注）

ダストフィルタのメンテナンス

環境内の埃の量に基づいて3ヵ月ごとにフィルタの状態を定期的に確認すると、フィルタが過
度に詰まることを防いで寿命を延ばすことができます。この製品のフィルタは、使い捨てコン

ポーネントとして使用します。製品を制御環境に取り付けたら、3ヵ月ごとにフィルタを確認
して交換します。もしくは、毎月フィルタを PID（N560-4-FILTER）または同等品と交換して
ください。
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ファントレイの取り外しおよび取り付け
ここでは、プライマリファントレイとセカンダリファントレイの両方の取り外しと交換につい

て説明します。

いずれかのファントレイを取り外すと、他のファンが最大速度で動作します。ファントレイ

をシャーシに再挿入すると、2分以内にすべてのファンが通常の速度で動作するようになりま
す。

ファントレイが取り外され、規定の時間内に交換されなかった場合、システムは自動的に電源

をオフにします。システムの動作中は、ファントレイの取り外しから再挿入までの最短時間を

15秒に指定する必要があります。「OIR」を参照してください。

（注）

ファントレイモジュールの取り付けまたは取り外し時に、指、衣服、装身具をファンに近づけ

ないでください。露出した電気回路に接触すると感電する危険性があります。

（注）

間違ったエラーメッセージの表示を避けるために、ファントレイの交換後はシステムの再初

期化が完了するまで最低 2分お待ちください。
注意

始める前に

電源装置のケーブルがファントレイを横切っている場合にプライマリファントレイを取り外す

には、ケーブルをゆっくりと下げて十分なスペースを空け、ステップ 1～ 4に記載されている
ようにシャーシからファントレイを取り外します。

インターフェイスモジュールおよび RSPのケーブルがファントレイを横切っている場合にセ
カンダリファントレイを取り外すには、ケーブルをゆっくりと持ち上げて十分なスペースを空

け、ステップ 5～ 8に記載されているようにシャーシからファントレイを取り外します。

表 4 :活性挿抜：パラメータ

注OIRの時間ファンの速度周囲
3OIRモジュール

1台のファンが故
障し、その他の

ファンが 100%
PWMで動作して
いる

5分100% PWM30 °Cファントレイ4

3分100% PWM40°C

3
周囲温度が 40 °Cを超える状況でモジュールの OIRを実行することは推奨しません。
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4
ファントレイ OIRは、1台のファンに障害が発生して他のファンが最大速度で回転して
いる場合にのみ実行してください。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 No.2プラスドライバを使用して、ルータにプライマリファントレイを固定している非脱落型ネ
ジを緩めます。

ステップ 3 片手でプライマリファントレイ（N560-4-FAN）のハンドルをつかみ、もう一方の手でシャー
シの外側をつかみます。

ファンは、ファントレイの右側を向きます。指、衣服、装身具をファンから離しま

す。常にハンドルを使用してファントレイを扱います。

注意

ステップ 4 ファントレイを2.54cm（1インチ）程度手前に引き、ミッドプレーンの電源レセプタクルから
外します。

ステップ 5 ファンの回転が停止するまで、少なくとも5秒間待ってください。次に、ファントレイを手前
に引いてルータから引き出します。

ファントレイをシャーシからスライドするときは、片手でファントレイの下部を

支えて、もう一方の手でファントレイのハンドルを持ったままにします。

（注）

ファンが動作していない状態で、5分を超えてシャーシを稼働させることはできま
せん。

（注）

ステップ 6 セカンダリファントレイ（N560-4-FAN-H）を取り外すには、ロック解除スライダを右に移動
してセカンダリファントレイをルータから外します。

ステップ 7 片手でセカンダリファントレイのハンドルをつかみ、もう一方の手でシャーシの外側をつかみ
ます。

ステップ 8 ファントレイを2.54cm（1インチ）程度手前に引き、ミッドプレーンの電源レセプタクルから
外します。

ステップ 9 ファンの回転が停止するまで、少なくとも5秒間待ってください。次に、ファントレイを手前
に引いてルータから引き出します。

ファントレイをシャーシからスライドするときは、片手でファントレイの下部を

支えて、もう一方の手でファントレイのハンドルを持ったままにします。

（注）

これで、シャーシからファントレイを取り外すための手順は完了です。

新しいファントレイを取り付けるには、「ファントレイの取り付け」の手順に従います。

RSPの取り付け
ここでは、RSPの取り付けおよび取り外しについて説明します。
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RSPモジュールの取り付け
ルータシャーシに RSPモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 モジュールを取り付けるスロットを選択します。モジュール上のポートに装置を接続できるだ
けの十分なスペースがあるかどうかを確認してください。モジュールを取り付ける予定のス

ロットに空のモジュールフィラープレートが取り付けられている場合は、2つのなべネジを取
り外して、プレートを取り除きます。

ステップ 3 新しいモジュールの両方のイジェクトレバーを完全に開きます。

ESDによる損傷を防ぐため、モジュールを取り扱う際はフレームの端だけを持って
ください。

注意

ステップ 4 モジュールをスロットに合わせます。次の図に示すように、モジュールの両端を、スロットの
左右にあるガイドに合わせます。

図 31 : RSPの取り付け

ステップ 5 モジュールをスロットにゆっくりと差し込み、モジュール上の EMIガスケットが隣接スロッ
ト内のモジュールに接触し、左右のイジェクトレバーがモジュール前面プレートに対して約

45度まで閉じるようにします。
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一番上のスロットにすでにRSPモジュールが取り付けられており、その下のスロッ
トに 2番目の RSPモジュールを取り付ける場合は、挿入中に上部の RSPのイジェ
クトレバーによって下部の RSPモジュールの EMIガスケットを傷つけないように
注意してください。

注意

ステップ 6 左右のイジェクトレバーを同時に下に押しながら閉じ、モジュールをバックプレーンコネク
タに完全に装着します。イジェクトレバーが完全に閉じると、モジュールの前面プレートに

ぴったり重なった状態になります。

ステップ 7 モジュール上の 2つの非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド
（0.62 N-m）です。

非脱落型ネジを締める前に、イジェクトレバーが完全に閉じていることを確認して

ください。

（注）

ステップ 8 シャーシに取り付けられたすべてのモジュール上で非脱落型ネジが緩んでいないことを確認し
ます。この手順により、新規または交換用モジュールに最大限の空きスペースを確保するため

に、すべてのモジュール上の EMIガスケットが完全に圧縮されていることを確認します。

非脱落型ネジが緩んでいると、取り付けたモジュールの EMIガスケットによって
隣接するモジュールが空いているスロットの方に押され、隙間が足りなくなって新

しいモジュールの取り付けが困難になります。

（注）

シャーシの中に埃が入ることを防ぐとともに、シャーシ内のエアーフローが適切に

保たれるように、空のシャーシスロットには、ブランクモジュールフィラープ

レート（シスコ部品番号 N560-4-RSP-BLANK）を取り付ける必要があります。

注意

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケー
ブルのサービスループを残すことを推奨します。

（注）

ほこりがケージ内に蓄積しないように、適切なダストキャップを使用して、RSP
モジュール上の未使用の RJ-45および USBポートをすべて閉じてください。ダス
トキャップの詳細については、「ダストキャップの取り付け」を参照してくださ

い。

（注）

RSPモジュールの取り外し
ルータから RSPを取り外す前に、copy running-config{ftp | tftp | harddisk:}コマンドを使用し
て、TFTPサーバまたは外部 USBフラッシュドライブに現在の設定を保存する必要がありま
す。これにより、モジュールをオンラインに戻す場合に時間を節約できます。

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作業を

行うときは注意してください。ステートメント 1034
警告
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接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告

RSPモジュールを取り外す手順は次のとおりです。

始める前に

RSPの OIRパラメータについては、次の表を参照してください。

表 5 :活性挿抜：パラメータ

注OIRの時間ファンの速度周囲
5OIRモジュール

通常の速度で動作

している

5分ファンアルゴリ

ズムのとおり

40°CRSP

5
周囲温度が 40 °Cを超える状況でモジュールの OIRを実行することは推奨しません。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 モジュール上のポートに接続しているケーブルがあれば取り外します。

ステップ 3 シャーシに取り付けられているすべてのモジュールについて、非脱落型ネジがしっかりと締
まっていることを確認します。この手順により、取り外されたモジュールによって作られたス

ペースが維持されます。

非脱落型ネジが緩んでいると、取り付けたモジュールの EMIガスケットによって
モジュールが空いているスロットの方に押され、隙間が足りなくなってモジュール

の取り外しが困難になります。

（注）

ステップ 4 シャーシから取り外すモジュール上の 2つの非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 5 イジェクトレバーに親指を掛け（を参照）、レバーを同時に開いて、モジュールをバックプ
レーンコネクタから外します。

ステップ 6 モジュールの前端を持ち、スロットからモジュールをまっすぐに引き出します。シャーシに水
平スロットがある場合は、手でモジュールを下から支えてスロットから引き出します。モジュー

ルの回路に手を触れないでください。

ESDによる損傷を防ぐため、モジュールを取り扱う際はフレームの端だけを持って
ください。

注意

ステップ 7 モジュールを静電気防止用マットまたは静電気防止材の上に置くか、または別のスロットにす
ぐに取り付けます。
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ステップ 8 空のスロットがある場合は、ブランクモジュールフィラープレート（シスコ部品番号
N560-4-RSP-BLANK）を取り付けます。

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。
シャーシ内の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉

（EMI）の影響を防ぐこと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つこ
とです。システムは、必ずすべてのカード、前面プレート、前面カバー、および背

面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。ステートメント 1029

警告

IMセンターブラケットの取り外し
IMセンターブラケットはシャーシにあらかじめ取り付けられています。それにより、ハーフ
幅の 2つのインターフェイスモジュールを並べて取り付けることができます。IMセンターブ
ラケットを取り外すと、容量が大きくてインターフェイス密度が高いフル幅のインターフェイ

スモジュールをシャーシに取り付けることができます。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 IMセンターブラケットの両端をつかみ、スロットからまっすぐ引き出します。
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図 32 : IMスロットからの IMセンターブラケットの取り外し

これで、IMセンターブラケットの取り外しは完了です。

インターフェイスモジュールの取り付け
ここでは、Cisco NCS 560-4ルータでのインターフェイスモジュールの取り付けに関連するさ
まざまなタスクについて説明します。
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インターフェイスモジュールの取り付け

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 インターフェイスモジュール（IM）を挿入する前に、シャーシがアース接続されていること
を確認します。

ステップ 3 IMを挿入する際は、IMスロットの上端と下端の間に IMのエッジを慎重に合わせます。

ステップ 4 IMをスロットに慎重に挿入し、IMがバックプレーンに触れるまで押し込みます。

図 33 :インターフェイスモジュールの挿入

ステップ 5 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを締めて固定します。推奨される最大トル
クは 5.5インチポンド（0.62 N-m）です。

ステップ 6 テストおよび起動の準備ができたら、各インターフェイスモジュールにすべてのケーブルを接
続します。

シャーシを持ち上げる際は、インターフェイスモジュールおよび電源装置のイジェ

クタハンドルを使用しないでください。ハンドルを使用してシャーシを持ち上げる

と、ハンドルが変形または損傷する可能性があります。

注意
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埃がケージ内に集まらないように、適切なダストキャップを使用して、インター

フェイスモジュール上の使っていないすべての RJ-45、SFP、XFP、および QSFP
ポートを塞ぎます。ダストキャップの詳細については、「ダストキャップの取り

付け」を参照してください。

（注）

インターフェイスモジュールの取り外し

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 インターフェイスモジュールを取り外すには、各インターフェイスモジュールからすべての
ケーブルを外します。

ステップ 3 IMをシャットダウンするには、前面パネルにある ORS（オンライン取り外しスイッチ）ボタ
ンを押します。

この手順は、ルータが Cisco IOS XRリリース 7.2.2以降のリリースを実行している
場合にのみ適用されます。

（注）

Cisco IOS XRリリース 7.2.2以降、ORS機能は N560-IMA-1Wインターフェイスモ
ジュールで使用できます。

（注）

Cisco IOS XRリリース 7.3.1以降、ORS機能は N560-IMA-2C-DDインターフェイス
モジュールで使用できます。

（注）

ステップ 4 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを緩めます。

ステップ 5 ハンドルを引いて、IMスロットからインターフェイスモジュールを引き出します。ブランク
フィラープレートを取り外す場合は、非脱落型ネジを使用してブランクフィラープレートを

IMスロットから完全に引き抜きます。

RSPモジュールまたはインターフェイスモジュールの
ホットスワップ

Cisco NCS 560-4ルータは、ルータの電源を切らずに冗長 RSPモジュールを取り外して交換で
きる機能を備えています。この機能を、ホットスワップまたはOIRといいます。この機能によ
り、ルータの動作を中断せずに冗長モジュールを取り外して交換できます。
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カードを交換する前に、ディスクの破損を防ぐために、カードのグレースフルシャットダウン

を実行する必要があります。

（注）

ルータに 2つの冗長モジュールを搭載した場合、アクティブなモジュールは 1つだけです。他
方のモジュールはスタンバイモードとなり、アクティブなモジュールに障害が発生した場合に

処理を引き継ぎます。

ルータの電源がオンで稼働中の場合、冗長モジュールの取り外しまたは取り付けを行うと、

ルータは次のように動作します。

1. モジュール用に十分な電力があるかどうかを確認します。

2. 設定の変更がないかどうか、バックプレーンをスキャンします。

3. 新たに取り付けたモジュールを初期化します。さらに、削除されたモジュールはシステム
で記録され、管理上のシャットダウン状態となります。

4. モジュール上の設定済みインターフェイスを、取り外す前の状態に戻します。新しく搭載
されたインターフェイスは、ブート時に（未設定の状態で）存在していたかのように、管

理上のシャットダウン状態になります。同じ仕様のモジュールをスロットに取り付ける

と、ポートが設定され、元のモジュールのポートカウントと同数のポートがオンラインに

なります。

ルータは、新しいインターフェイス上で診断テストを実行します。このテスト結果は、次のと

おりです。

•テストが正常に完了すると、ルータは通常の動作に戻ります。

•新しいモジュールに障害がある場合、ルータは通常の動作を再開しますが、新しいイン
ターフェイスはディセーブルになります。

•診断テストに失敗すると、ルータは処理を停止します。ほとんどの場合、新しいモジュー
ルのバス上に問題があることを示しているので、取り外す必要があります。

IMで OIRを実行する場合は、次のガイドラインを使用します。

•新しい IMを挿入する前に、システムの再初期化が完了するまで最低2分お待ちください。

•アクティブ RSPおよびスタンバイ RSPが OKステータスに到達するまで、起動中に新し
い IMを挿入することは避けてください。

•複数の IMをシャーシに挿入する場合は、各 IMがOKステータスになるまで待ってから、
次の IMを挿入します。

ダストキャップの取り付け
次のリストに、各ポートタイプで使用可能なダストキャップの製品 ID（PID）を示します。
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• RJ-45：A900-DCAP-RJ45-S=（パッケージ 1つあたり 24個のダストキャップ）または
A900-DCAP-RJ45-L=（パッケージ 1つあたり 240個のキャップ）

• SFP：A900-DCAP-SFP-S=（パッケージ 1つあたり 24個のキャップ）または
A900-DCAP-SFP-L=（パッケージ 1つあたり 240個のキャップ）

• USB：A900-DCAP-USB-S=（パッケージ 1つあたり 12個のダストキャップ）または
A900-DCAP-USB-L=（パッケージ 1つあたり 120個のダストキャップ）

• XFP/QSFP：A900-DCAP-XFP-S=（パッケージあたり 12のダストキャップ）または
A900-DCAP-XFP-L=（パッケージあたり 120のダストキャップ）

ダストキャップの取り付け方法は次のとおりです。

1. ダストキャップのハンドルを持ちます。

2. ダストキャップをシャーシの前面パネルの適切な未使用ポート（RJ-45、SFP、USB、また
は XFP/QSFP）に挿入します。

ケーブル管理ブラケットの周囲にあるケーブルの固定

手順

ステップ 1 シャーシの左側にあるインターフェイスモジュール（IM）のケーブルを集めて、マジックテー
プで固定します。右側にある IM、RSPのケーブル、および電源ユニットのケーブルでこのプ
ロセスを繰り返します。

ステップ 2 次の図に示すように、ケーブル管理ブラケットの周りのケーブルを固定します。
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図 34 :ケーブルの収集と固定：前面

ポイント B2ポイント A1

ポイント Aからポイント Bまでの曲線状の
ケーブル長：120 mm

4ポイント Aからポイント Bまでの曲線状の
ケーブル長：95 mm

3

シャーシ左側のインターフェイスモジュー

ルからのケーブル

2シャーシ右側のインターフェイスモジュー

ルからのケーブル

1
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アクティブおよびスタンバイRSPからのケー
ブル

4アクティブおよびスタンバイRSPからのケー
ブル

3

図 35 :ケーブルの固定：側面

ケーブル管理ブラケット上の IMカードケー
ブルの位置（ファントレイ側側）

2ケーブル管理ブラケット上の IMカードケー
ブルの位置（ダストフィルタ側）

1

ケーブル管理ブラケット上の電源ケーブル

の位置

4ケーブル管理ブラケット上の RSPケーブル
の位置

3

ルータのネットワークへの接続
ここでは、ルータをネットワークに接続するさまざまな方法について説明します。

コンソールケーブルの接続

USBおよびRS232コンソールポートは同時に使用できません。ルータにUSBケーブルを挿入
すると、RS232ポートはディセーブルになります。

（注）
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Microsoft Windowsを使用したシリアルポートへの接続

ここでは、Microsoft Windowsを使用してシリアルポートに接続する方法を示します。

USBシリアルポートに接続した USBコンソールケーブルを使用してルータと PCの間に物理
接続を確立する前に、USBデバイスドライバをインストールします。そうしないと、接続は
失敗します。詳細については、「CiscoMicrosoftWindowsUSBデバイスドライバのインストー
ル」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 RJ45コネクタがあるコンソールケーブルの端をルータの水色のコンソールポートに接続する
か、USBタイプ A/タイプ Aケーブルを USBコンソールポートに接続します。Windowsベー
スの PCで初めて USBシリアルポートを使用する場合、次の項の指示に従ってすぐに USBド
ライバをインストールします。

• Cisco Microsoft Windows XP USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows 2000 USBドライバのインストール

• Cisco Microsoft Windows Vista USBドライバのインストール

USBポートと EIAポートは同時に使用できません。「AUXポートへの接続」を参
照してください。USBポートを使用する場合、RJ45 EIAポートよりも優先されま
す。

（注）

USBタイプ A/タイプ Aケーブルは、Cisco NCS 560-4ルータには付属していないた
め、別途注文します。

（注）

ステップ 2 DB-9コネクタ（または USBタイプ A）があるケーブルの端を端末または PCに接続します。
端末または PCに DB-9コネクタに対応しないコンソールポートがある場合、そのポートに適
切なアダプタを装着する必要があります。

ステップ 3 ルータと通信するには、MicrosoftWindows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプ
リケーションを起動します。次のパラメータを使用してこのソフトウェアを設定します。

• 115200ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 1ストップビット

•フロー制御なし
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図 36 : USBコンソールケーブルの Cisco NCS 560-4ルータへの接続

USB 5ピンミニ USBタイプ Bから USBタイプ Aコ
ンソールケーブル

2USBタイプ Aコンソールポート1

——USBタイプ A3

Mac OS Xを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、Mac OS Xシステム USBポートを組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使
用してコンソールに接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 Finderを使用して、[Applications]→ [Utilities]→ [Terminal]に移動します。

ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。
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ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。

例：

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 9, 66 Apr 1 16:46 tty.usbmodem1a21 DT-macbook:dev
user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナルウィンドウからOSXUSBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aに続けてCtrl+\
を押します。

Linuxを使用したコンソールポートへの接続

ここでは、LinuxシステムUSBポートを組み込みのLinuxターミナルユーティリティを使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。

ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。

例：

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナルウィンドウから Linux USBコンソールの接続を解除するには、Ctrl+Aを押し、:を
入力してから quitを入力します。
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Cisco Microsoft Windows USBデバイスドライバのインストール
MicrosoftWindowsベースのPCを初めてポートのUSBシリアルポートに接続するときは、USB
デバイスドライバをインストールする必要があります。

Cisco Microsoft Windows XP USBドライバのインストール

ここでは、Microsoft Windows XP USBドライバをインストールする方法について説明します。
次の URLにある [Tools and Resources Download Software]サイトの [USB Console Software]カテ
ゴリから、ご利用のルータモデルのドライバをダウンロードします。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html

手順

ステップ 1 Cisco_usbconsole_driver_X_X.zipファイル（Xはリビジョンナンバー）を解凍します。

ステップ 2 32ビットWindows XPを使用している場合、Windows_32フォルダのファイル setup.exeをダブ
ルクリックします。64ビットWindows XPを使用している場合、Windows_64フォルダのファ
イル setup(x64).exeをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。[Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。[Finish]をクリックします。

ステップ 6 USBケーブルを PCおよびルータUSBコンソールポートに接続します。USBコンソールポー
トの EN LEDが緑に変わり、少し待つと Found New Hardware Wizardが表示されます。指示に
従ってドライバのインストールを完了します。

USBコンソールを使用する準備が整いました。

Cisco Microsoft Windows 2000 USBドライバのインストール

ここでは、MicrosoftWindows2000USBドライバをインストールする方法について説明します。

手順

ステップ 1 Cisco.comのWebサイトからファイル Cisco_usbconsole_driver.zipを入手し、解凍します。

ステップ 2 ファイル setup.exeをダブルクリックします。

ステップ 3 Cisco Virtual Com InstallShield Wizardが起動します。[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Ready to Install the Program]ウィンドウが表示されます。[Install]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されます。[Finish]をクリックします。
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ステップ 6 USBケーブルを PCおよびルータUSBコンソールポートに接続します。USBコンソールポー
トの EN LEDが緑に変わり、少し待つと [Found New Hardware Wizard]ウィンドウが表示され
ます。指示に従ってドライバのインストールを完了します。

USBコンソールを使用する準備が整いました。

Cisco Microsoft Windows USBドライバのアンインストール
ここでは、CiscoMicrosoftWindowsUSBデバイスドライバをインストールする手順について説
明します。

Setup.exeプログラムを使用した Cisco Microsoft Windows XPおよび 2000 USBドライバの
アンインストール

ドライバをアンインストールする前に、ルータコンソール端末の接続を解除します。

手順

ステップ 1 Windows 32ビットの場合は setup.exe、Windows 64ビットの場合は setup(x64).exeを実行しま
す。[Next]をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。[Next]をクリックします。

ステップ 3 [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。

Add Remove Programs Utilityを使用した Cisco Microsoft Windows XPおよび 2000 USBドラ
イバのアンインストール

ドライバをアンインストールする前に、ルータコンソール端末の接続を解除します。

手順

ステップ 1 [Start]→ [Control Panel]→ [Add or Remove Programs]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco Virtual Com]までスクロールして [Remove]をクリックします。

ステップ 3 [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。
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Cisco Microsoft Windows Vista USBドライバのアンインストール

ここでは、Microsoft Windows Vista USBドライバをアンインストールする方法について説明し
ます。

ドライバをアンインストールする前に、ルータコンソール端末の接続を解除します。（注）

手順

ステップ 1 Windows 32ビットの場合は setup.exe、Windows 64ビットの場合は setup(x64).exeを実行しま
す。[Next]をクリックします。

ステップ 2 Cisco Virtual Comの InstallShield Wizardが表示されます。[Next]をクリックします。

ステップ 3 [ProgramMaintenance]ウィンドウが表示されたら、[Remove]オプションボタンを選択します。
[Next]をクリックします。

ステップ 4 [Remove the Program]ウィンドウが表示されたら、[Remove]をクリックします。

User Account Control警告が表示された場合は、[Allow - I trust this program...]をク
リックして先に進みます。

（注）

ステップ 5 [InstallShield Wizard Completed]ウィンドウが表示されたら、[Finish]をクリックします。

AUXポートへの接続
モデムを補助ポートに接続すると、リモートユーザはルータにダイヤルインして設定できま

す。水色のコンソールケーブルと DB-9/DB-25コネクタアダプタを使用します。

コンソールケーブルおよび DB-9/DB-25コネクタは、Cisco NCS 560-4ルータに含まれていな
いため、別途注文します。

（注）

モデムをルータに接続するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、アダプタケーブルの RJ45側を、ルータの黒い AUXポートに接続しま
す。
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図 37 : Cisco NCS 560-4ルータへのモデムの接続

RJ45/DB-93RJ45 AUXポート1

モデム4DB-9 to DB-25アダプタ2

ステップ 2 コンソールケーブルの DB-9側をモデムアダプタの DB-9側に接続します。

ステップ 3 モデムアダプタの DB-25側をモデムに接続します。

ステップ 4 モデムとルータの補助ポートが同じ伝送速度（最高 115,200 bpsがサポートされています）に
設定されていること、また、データキャリア検出（DCD）およびデータターミナルレディ
（DTR）操作によるモデム制御のために設定されていることを確認します。

管理イーサネットケーブルの接続

デフォルトモード（speed-autoおよび duplex-auto）でイーサネット管理ポートを使用する場
合、ポートはAuto-MDI/MDI-Xモードで動作します。ポートはAuto-MDI/MDI-X機能によって
自動的に正しい信号接続を提供します。ポートは自動的にクロスケーブルまたはストレート型

ケーブルを検知し、適応します。

ただし、イーサネット管理ポートがコマンドラインインターフェイス（CLI）によって固定の
速度（10または 100 Mbps）に設定されている場合、ポートは強制的にMDIモードになりま
す。

固定速度設定およびMDIモードである場合：

•クロスケーブルを使用して、MDIポートに接続します。
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•ストレート型ケーブルを使用して、MDI-Xポートに接続します。

電磁適合性と安全性に関するTelcordia GR-1089NEBS標準に準拠するために、管理イーサネッ
トポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内ケーブル

は、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブ

アセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続
しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-CORE
に記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケー
ブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを

OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

警告

SFPモジュールへのケーブルの接続
シスコの光インターフェイスおよびイーサネットSFPインターフェイスへのケーブルの接続に
ついては、次を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html

SFPモジュールの脱着
Cisco NCS 560-4ルータは、光モジュールやイーサネットモジュールを含む、さまざまな SFP
モジュールをサポートします。SFPモジュールの取り付けおよび取り外し方法については、SFP
モジュールのマニュアルを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/hw/modules/ps5455/prod_installation_guides_list.html

光ファイバ接続の検査およびクリーニングについては、
http://www.cisco.com/en/US/partner/tech/tk482/tk876/technologies_white_paper09186a0080254eba.shtml
を参照してください。

インターフェイスモジュールで SFPを取り外してから挿入するまでの間は、少なくとも 30秒
間待機することを推奨します。この時間は、トランシーバソフトウェアの初期化とスタンバイ

RSPの同期を可能にするため、推奨されます。これより短い時間でSFPを変更すると、トラン
シーバの初期化に問題が発生し、SFPをディセーブルになる可能性があります。

注意

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

内部に保守可能な部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。ステー

トメント 1073
警告
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教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者または資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、

機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメント 1089

警告

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の定義について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
警告

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。教育を受けた担当者または熟練者の定義については、「ステートメント1089」を参照して
ください。ステートメント 1091

警告

表面は熱くなっています。取り扱いには注意してください。ステートメント 1092警告

USBフラッシュデバイスの接続
Cisco NCS 560-4ルータに USBフラッシュデバイスを接続するには、MEMというラベルの
USBポートにメモリスティックを挿入します。フラッシュメモリモジュールは決まった方向
にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつ

でも取り付けや取り外しが可能です。

USBフラッシュデバイスの取り外し

Cisco NCS 560-4ルータから USBフラッシュトークンメモリスティックを取り外して交換す
るには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 USBポートからメモリスティックを引き抜きます。

ステップ 2 Cisco USBフラッシュメモリスティックを交換するには、モジュールを USB MEMというラ
ベルのUSBポートに差し込みます。フラッシュメモリモジュールは決まった方向にだけ差し
込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつでも取り付

けや取り外しが可能です。

メモリスティックの挿入または取り外しは、ルータの電源がオンでもオフでも行う

ことができます。

（注）
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これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。

タイミングケーブルの接続

ここでは、Cisco NCS 560-4ルータにタイミングケーブルを接続する方法を説明します。

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケーブルのサー
ビスループを残すことを推奨します。

（注）

BITSインターフェイスへのケーブルの接続

ここでは、ルータの BITSポートにケーブルを接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ストレート型のシールド付きRJ48C-to-RJ48Cケーブルを使用してBITSポートにケーブルの一
方の端を接続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

ステップ 4 ルータの電源を入れます。

BITSポートのピン割り当ての詳細については、「トラブルシューティング」を参照してくだ
さい。

2つの BITSソースまたは Y字型ケーブルの使用は任意です。各 BITS入力ポート
は両方の RSPにルーティングされるため、各 RSPの SETSデバイスは両方の BITS
入力を認識できます。

（注）

電磁適合性と安全性に関するTelcordiaGR-1089NEBS標準に準拠するために、BITS
ポートは屋内または露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。

屋内ケーブルは、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があ

ります。機器またはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につなが
るインターフェイスに金属的に接続しないでください。これらのインターフェイス

は、屋内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまた
はタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケーブルと区別する必要が
あります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを OSP配線に
金属的に接続するには不十分です。

警告
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10 MHzまたは 1PPS入力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にMini-Coax Y字型ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 Mini-Coax Y字型ケーブルの分割された一方の端をルータのプライマリ RSPにある 10 MHzま
たは 1PPSポートに接続します。

ステップ 3 Mini-Coax Y字型ケーブルの分割されたもう一方の端をルータのバックアップ RSPにある 10
MHzまたは 1PPSポートに接続します。

10 MHzまたは 1PPS出力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 セカンダリ装置にMini-Coax Y字型ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 Mini-Coax Y字型ケーブルの分割された一方の端をルータのプライマリ RSPにある 10 MHzま
たは 1PPSポートに接続します。

ステップ 3 Mini-Coax Y字型ケーブルの分割されたもう一方の端をルータのバックアップ RSPにある 10
MHzまたは 1PPSポートに接続します。

ToDインターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にストレートイーサネットケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 イーサネット Y字型ケーブルの分割された一方の端をルータのプライマリ RSPにある ToD
ポートに接続します。

ステップ 3 イーサネット Y字型ケーブルの分割されたもう一方の端をルータのバックアップ RSPにある
ToDポートに接続します。

クロッキングの設定方法の手順については、『Network SynchronizationConfiguration
for the Cisco NCS 560 Series Routers』を参照してください。

（注）
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電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、ToD
ポートは屋内または露出していない配線またはケーブルのみに接続してください。

屋内ケーブルは、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があ

ります。機器またはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につなが
るインターフェイスに金属的に接続しないでください。これらのインターフェイス

は、屋内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまた
はタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケーブルと区別する必要が
あります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを OSP配線に
金属的に接続するには不十分です。

警告

GPSポートのピン配置の詳細については、「LEDの詳細」を参照してください。（注）

GNSSインターフェイスへのケーブルの接続
ここでは、周波数の入出力タイミング用に Cisco NCS 560-4ルータから GPS装置にケーブルを
接続する方法を説明します。

ネットワーク障害が発生した場合に、ルータからタイミング信号が引き続き送信されることを

確実にするため、プライマリおよびバックアップRSPに接続するY字型ケーブルが必要です。
Mini-Coax接続の場合、この Y字型ケーブルには部品番号 CAB-BNC-7INY（7インチ BNC Y
字型ケーブル）を使用できます。イーサネット接続の場合、このY字型ケーブルにはRJ45Cat5
1-to-2スプリッタ（3メスポート RJ45コネクタ）を使用できます。

（注）

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケーブルのサー
ビスループを残すことを推奨します。

（注）

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続

GNSSモジュールは、ホットスワップ可能ではありません。（注）

手順

ステップ 1 GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を、一次保護装置の後にあるGNSSアンテナに接続
します。
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現地の安全に関する注意事項に適合させるためには、GNSS RF Inポートに一次保
護装置が取り付けられている必要があります。

（注）

GNSS RF In同軸ケーブルのシールドは、シャーシを介して設備の装置アースに接
続する必要があります。シャーシのアース線を設備の装置アースに接続する必要が

あります。

（注）

図 38 : RSPへの GNSSモジュールの挿入

イーサネットケーブルの接続

のインターフェイスモジュールは、RJ-45またはSFPイーサネットポートをサポートします。
イーサネットSFPポートにケーブルを接続する方法については、「SFPモジュールへのケーブ

ルの接続」を参照してください。

RJ45ポートは、標準的なストレートおよびクロスカテゴリ5シールドなしツイストペア（UTP）
ケーブルをサポートしています。シスコではカテゴリ5UTPケーブルを販売していません。市
販のケーブルを使用してください。

電磁適合性と安全性に関するTelcordiaGR-1089NEBS標準に準拠するために、ギガビットイー
サネットポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内

ケーブルは、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器ま

たはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属
的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用

（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋
外用の OSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

警告
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ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケーブルのサー
ビスループを残すことを推奨します。

（注）

銅線ギガビットイーサネットポートにケーブルを接続するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ケーブルの一方の端を、ルータ上のギガビットイーサネットポートに接続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。
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翻訳について
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